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はじめに

子どもの遊びは体や精神の発育・発達に大きな役割をも

っており，遊びを通して様々な経験を重ね自己成長する．

その遊びの中で「絵本」は子どもの心・情緒の発達におい

て欠かすことのできない重要な保育内容の一つとして位置

づけられている．そして，子どもにとって「絵本を読む」

ことは想像力を豊かにするための大切な遊びである．また，

その環境に大人の存在が入ることで感性の育ちが高まり，

想像力の発達に大きな影響を与えることができる．絵本を

読み聞かせる大人の存在も必要なのである．これは，大人

が絵本を読み聞かせ，笑ってみせたり泣いてみせたりなど

感情を表現することで，子どもはこの直接的な感情表現に

助けられ，絵からその意味の想像が可能なことからも言

える．さらに，家族による読み聞かせは日々の子どもの変

化に気づかせてくれる側面があり，絵本を囲み共に時間を

過ごすことで親子のコミュニケーションが生まれる．こ

のように，絵本は読み聞かせる大人の存在があるからこそ，

子どもに良い刺激を与えることができる．しかし，視覚障

がいをもつ親の場合，絵本を読み聞かせることは晴眼者で

ある親よりも困難であり，その機会は少ないと考えられる．

これより，視覚障がいをもつ親にとって，絵本の読み聞か

せにより子どもと時間の共有が増えれば，視覚情報が極端

に少なくても子どもの日常の変化に気づき易くなることが

期待される．
視覚障がい者のための読書支援として， や点字図

書がある． はデジタル録音図書の国際標準規格であ

る．点字図書館や一部の公共図書館，ボランティアグルー

プなどで  録音図書が制作され，主な記録媒体であ

る  によって貸し出されている．点字図書は文章

が点訳してあり，図や絵についても立体的に表現されてい

るものである．これらの視覚障がい者のための読書支援は

主に個人で読書を楽しむためのものであり，親が子どもに

読み聞かせることを目的として開発されている訳ではない．

また，点字を使いこなしている視覚障がい者は全体の  割

程度であり，点字図書が普及しているとは言い難い．現

在，視覚障がい児のための絵本がいくつか開発されている
が，視覚障がいをもつ親が子どもに絵本を読み聞かせ

るための支援は少ない．

以上から，本研究では子どもの心の成長に重要な役割を

果たしている「絵本の読み聞かせ」に重点をおき，視覚障

がいをもつ親のための絵本読み聞かせ支援システムの開発

を試みる．今回は視覚障がい者に使用してもらう前段階と

して，晴眼者による評価を行った．

読み聞かせ支援システム

読み聞かせ支援システムの試作として  に示すよう

なソフトウェアを開発した．今回，絵本は誰にでも分かる

お話として日本昔話の中から「いっすんぼうし」を扱っ

た．システム画面には絵本の題名，本文，イラスト図を表

示した．各文章は音声合成エンジン（ドキュメントトー

カ）を用いて，音声で読み上げられる形式となっている．
システム起動後，まず音声の種類を選択する．音声は男

声女声合わせて  種類ある．次に読み上げる速度を選択す

る．速度は  段階ある．それらを選択後，絵本の文を読み

上げ開始可能となる．操作ボタンは主に  種類（開始，停

止，一時停止，再生）であり，テンキー（）で操作す

る．テンキーの対応は   の通りである．使用者はボ

タンをテンキーで操作し音声を聞き取り，それを読み上げ

る．「ページ」の音声が聞こえたら，一時停止ボタン（テン

キーの ）を押し絵本のページをめくる．その後再生ボタ

ン（テンキーの ）を押し読み進める．このような操作を

繰り返して読み聞かせを行う．また速度選択時，テンキー

の  を押すとその速度で例文を読み上げる仕様にした．

実験方法
 被験者 

被験者は本研究の趣旨を説明し，同意の得られた晴眼者

 名（男性  名，女性  名，平均 ± 歳）とした．
 実験手順 

被験者には，アイマスクを装着し開発したシステムを使

用する場合と，システム未使用の場合の  通りにおいて絵

本を読んでもらった．その際，読み終わるまでの時間，読

み間違い回数を計測した．またシステム使用後には，シス

テムの操作のしやすさ，音声の聞き取りやすさ，読み聞か

せの難しさを  件法で問うアンケートを実施した．実験は，

被験者  名はシステム使用の場合を先に，もう  名はシス
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テム未使用の場合を先に行った． 回目の実験から  回目
の実験までの時間は  日以上あけて実施した．



 


 




結果
 通りの方法における絵本読み聞かせ時間を計測した結

果，平均時間はシステム使用の場合が  分  秒，システム

未使用の場合が  分  秒であった（）．また，読み間

違い平均回数はシステム使用の場合が  回，システム未使

用の場合が  回であった（）．
アンケートに関して，システムはどれくらい操作しやす

かったかを  件法（非常に簡単：―非常に難しい：）で

問う質問については，平均 ± であった．音声はどれ

くらい聞き取りやすかったか（非常に聞き取りやすい：
―全く聞き取れない：）を問う質問については，平均 
± であった．読み聞かせはどれくらい難しかったか（非

常に簡単：―非常に難しい：）を問う質問については，

平均 ± であった．

考察

読み聞かせ平均時間をシステム使用時と未使用時で比較

すると， 分程度の差がある．これは，システム使用時は

視覚情報がなく，音声を頼りに絵本を読み進める必要があ

ることから，操作が慎重になったためと考えられる．同様

に読み間違い回数を比較すると，システム使用時は未使用

時の  倍間違いが多い．これは，システムの合成音声が聞

き取りにくいことが影響していると考えられる．操作に関

しては被験者全員が「簡単」あるいは「非常に簡単」と回

答しているが，音声を「聞き取りやすい」と回答した被験

者は少ない．合成音声は，文節の区切りや単語のアクセン

トなどが分かり難い部分があり，システムの問題点として

挙げられる．また，今回のシステムは巻き戻し機能がない

ため，音声を聞き逃した際に手助けが必要であった．被験

者から「巻き戻し機能が欲しい」という意見が多かったた

め，改良する必要がある．さらに，システム使用時の読み

テンキー番号 役割
 音声を開始
 音声を再生

 選択した音声，速度の
音声ファイルに変換

 音声を一時停止
 選択した速度で例文を読み上げ
 音声を停止
 システム起動終了
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聞かせにおいて，合成音声を聞きながら感情を入れて読み

上げることや，絵の情報無しに読み聞かせることは困難と

いう被験者からの意見があった．これは，読み聞かせはど

うだったかを問う質問で評価が低かったことからも見て取

れる．読み聞かせによる感情表現は子どもの心の成長にお

いて重要な要素であるため，これもまた問題点である．
システム使用時の読み聞かせ状況をシステム未使用時に

近づけることで，視覚障がい者が困難なく読み聞かせでき

る環境を提供することが可能と考えられる．そのため，合

成音声，巻き戻し機能の取り入れ，絵本の「絵」の情報提

供などが今回のシステムの改良点である．



 




 


おわりに

本稿では，絵本読み聞かせ支援システムを試作し，晴眼

者  名による評価実験を行った．その結果，システム使用

時では，主に合成音声が絵本読み聞かせを困難にしており，

子どもに読み聞かせることを想定すると，問題点が多いこ

とが分かった．今後はシステムを改良し，視覚障がい者に

ついても評価を行う．
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